
Ａ．AI検出に適した画像撮影条件・方法の検討
・AIを用いた外壁劣化の画像検出の条件と現場で簡便
にこの条件を満たす撮影方法をとりまとめました。

・地上カメラやドローンによる外壁の撮影手順や留意
事項を整理し、撮影マニュアルを作成しました。

・道内には多数の鉄筋コンクリート（以下、RC）造
建築物が存在しており、老朽化によって改修や建替
えの必要な建築物が年々増加しています。

・改修や建替えの判断、優先順位の検討には、適切な
点検や調査による劣化状況の把握が必要です。

・一方、調査技術者の不足に加えて、外壁の劣化調査
は通常目視で行われるため、作業労力や調査の正確
性が課題となっています。

・本研究では、RC造建築物外壁の点検・調査の合理
化に向け、外壁の各種劣化を撮影画像から検出でき
るAIの構築と、これを搭載した調査支援技術の開発
を目的とします（図１）。

本研究の成果は、RC造建築物における外壁劣化状況の把握、改修や建替の優先順位判断、改修工事費用の概
算見積等に活用可能な調査支援技術として、自治体や民間の一般技術者に向けて公開されます。

図５  作業時間・調査費用の低減効果
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図４  AIによる外壁劣化の検出結果の例

１．撮影条件・方法の検討
 ・AIによる劣化検出条件の検討
 ・現場での簡便な撮影法の提案

３．調査・診断支援ソフトウェアの開発
 ・実務で必要な各種機能を実装したソフトウェアの開発

４．調査・診断支援技術の有効性の検証
 ・実測調査による開発技術の検出精度向上や労力低減効果の検証

図１  研究フロー
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本研究の実施にあたっては、北海道建設部の協力をいただきました。（協力試験場： 産業技術環境研究本部工業試験場）

B．RC造建築物外壁の劣化検出AIの構築
・塗り仕上げ外壁の調査時の撮影画像を活用し、AI学
習用の教師データセット（図２）を整備しました。

・教師データセットを用いた学習を行い、外壁劣化の
種類や量を画像から検出できるAIを構築しました。

C．調査・診断支援ソフトウェアの開発
・構築した劣化検出AIを搭載し、撮影画像の正対化補
正や複数画像の自動結合等の機能を実装したソフト
ウェア（図３）を開発しました。

D．調査・診断支援技術の有効性の検証
・実建物外壁を対象とした実測調査から、開発技術は
従来の目視調査と比べて、外壁劣化検出（図４）の
精度向上が認められること、作業時間・調査費用を
大幅に低減できること（図５）等を示しました 。
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２．劣化検出AIの構築
 ・教師データセットの作成
 ・データセットを用いたAI学習

検出対象
劣化：ひび割れ／塗装はがれ

欠損／鉄筋露出／エフロ
劣化以外：外壁目地／汚れ／植栽

検出対象の種類と位置を色情報で
分類した正解データを作成

撮影画像と組合せてデータセット化

図２  AI学習用の教師データセット

図３  調査・診断支援ソフトウェア
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画像認識手法：セマンティックセグメンテーション
クラス分類：色情報（RGB値）
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